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各地区の対象者の基本属性（年齢・性別・要介護認定状況） 

本章における地区の分類については、ｐ８における９つの居住地区のうち、「扇渕地区」

「檜山地区」「鶴形地区」の３地区を「東部地区」に、さらに「二ツ井地区」「富根地区」

の２地区を「二ツ井地区」に統合し、①本庁地区、②南地区、③向能代地区、④東部地区、

⑤常盤地区、⑥二ツ井地区の６地区としている。 

 

■年齢 

 
上段:度数

下段:％ 合計 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80～84歳 85歳以上 無回答

1262     265       279       289       230       183       16        

100.0% 21.0% 22.1% 22.9% 18.2% 14.5% 1.3%

539       123       118       125       103       67        3          

100.0% 22.8% 21.9% 23.2% 19.1% 12.4% 0.6%

106       25        25        27        17        10        2          

100.0% 23.6% 23.6% 25.5% 16.0% 9.4% 1.9%

164       28        38        33        27        37        1          

100.0% 17.1% 23.2% 20.1% 16.5% 22.6% 0.6%

89        21        19        20        15        14        -

100.0% 23.6% 21.3% 22.5% 16.9% 15.7% -

37        6          8          10        7          6          -

100.0% 16.2% 21.6% 27.0% 18.9% 16.2% -

293       56        63        71        57        45        1          

100.0% 19.1% 21.5% 24.2% 19.5% 15.4% 0.3%

34        6          8          3          4          4          9          

100.0% 17.6% 23.5% 8.8% 11.8% 11.8% 26.5%

居
住
地
区

全体

本庁地区

南地区

向能代地区

東部地区

常盤地区

二ツ井地区

無回答

年齢

 

 ■性別 

 
上段:度数

下段:％ 合計 男 女 無回答

1262     492       756       14        

100.0% 39.0% 59.9% 1.1%

539       211       325       3          

100.0% 39.1% 60.3% 0.6%

106       39        67        -

100.0% 36.8% 63.2% -

164       64        99        1          

100.0% 39.0% 60.4% 0.6%

89        38        51        -

100.0% 42.7% 57.3% -

37        16        21        -

100.0% 43.2% 56.8% -

293       119       174       -

100.0% 40.6% 59.4% -

34        5          19        10        

100.0% 14.7% 55.9% 29.4%

居
住
地
区

全体

本庁地区

南地区

向能代地区

東部地区

常盤地区

二ツ井地区

無回答

性別

 

年齢については、「向能代地区」、「常盤地

区」、「二ツ井地区」では後期高齢者比率が相対的

に高く、逆に「南地区」では相対的に低い。 

 

 男女比については、「南地区」

で、「女」の構成比が相対的に高く

なっている。 

 

■要支援・要介護認定状況 

 
上段:度数

下段:％ 合計 自立 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 無回答

1262     944       47        30        44        25        23        16        28        105       

100.0% 74.8% 3.7% 2.4% 3.5% 2.0% 1.8% 1.3% 2.2% 8.3%

539       415       23        13        18        12        7          6          8          37        

100.0% 77.0% 4.3% 2.4% 3.3% 2.2% 1.3% 1.1% 1.5% 6.9%

106       86        3          - 4          3          1          1          3          5          

100.0% 81.1% 2.8% - 3.8% 2.8% 0.9% 0.9% 2.8% 4.7%

164       108       10        7          8          4          9          2          8          8          

100.0% 65.9% 6.1% 4.3% 4.9% 2.4% 5.5% 1.2% 4.9% 4.9%

89        68        3          2          4          - 2          1          2          7          

100.0% 76.4% 3.4% 2.2% 4.5% - 2.2% 1.1% 2.2% 7.9%

37        29        - 2          - - - 2          - 4          

100.0% 78.4% - 5.4% - - - 5.4% - 10.8%

293       224       8          5          10        6          4          4          7          25        

100.0% 76.5% 2.7% 1.7% 3.4% 2.0% 1.4% 1.4% 2.4% 8.5%

34        14        - 1          - - - - - 19        

100.0% 41.2% - 2.9% - - - - - 55.9%

居
住
地
区

全体

本庁地区

南地区

向能代地区

東部地区

常盤地区

二ツ井地区

無回答

要介護度

 

要支援・要介護認定を受けていない「自立」の割合は、「南地区」で81.1％と最も高く、

逆に、「向能代地区」では65.9％と最も低い。その他の地区についてはいずれも７割以上を

占めている。 
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１ 運動器 

（%）

14.9

14.0

14.1

14.3

13.1

10.7

18.3

0 5 10 15 20

全体【n：867】

本庁地区　【n：394】

南地区　【n：78】

向能代地区【n：98】

東部地区【n：61】

常盤地区【n：28】

二ツ井地区【n：208】

 
※認定者を除く 

運動器リスクについて、地区別に該当者割合をみると、「二ツ井地区」で最も高い数値を

示す一方、「常盤地区」では最も低い数値となっている。 

 

 

 

２ 閉じこもり 

（%）

5.9

5.3

2.5

6.1

4.7

13.8

7.5

0 5 10 15

全体【n：881】

本庁地区　【n：397】

南地区　【n：81】

向能代地区【n：98】

東部地区【n：64】

常盤地区【n：29】

二ツ井地区【n：212】

 
※認定者を除く 

閉じこもりリスクについて、地区別に該当者割合をみると、「常盤地区」で突出して高い

数値を示す一方、「南地区」、「東部地区」では相対的に低い数値となっている。 
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３ 転倒 

（%）

34.0

33.3

29.0

39.6

36.7

35.3

33.1

0 10 20 30 40 50

全体【n：1106】

本庁地区　【n：493】

南地区　【n：93】

向能代地区【n：144】

東部地区【n：79】

常盤地区【n：34】

二ツ井地区【n：263】

 
転倒リスクについて、地区別に該当者割合をみると、「向能代地区」、「東部地区」、

「常盤地区」で相対的に高い数値を示す一方、「南地区」では最も低い数値となっている。 

 

 

 

４ 栄養 

（%）

1.4

1.5

2.0

4.5

3.4

0.5

0

0 5 10

全体【n：909】

本庁地区　【n：407】

南地区　【n：84】

向能代地区【n：102】

東部地区【n：67】

常盤地区【n：29】

二ツ井地区【n：220】

 
※認定者を除く 

栄養リスクについて、地区別に該当者割合をみると、「東部地区」、「常盤地区」で相対

的に高い数値を示している。 
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５ 口腔 

（%）

17.7

19.3

17.5

16.3

17.2

14.3

16.2

0 5 10 15 20 25

全体【n：880】

本庁地区　【n：400】

南地区　【n：80】

向能代地区【n：98】

東部地区【n：64】

常盤地区【n：28】

二ツ井地区【n：210】

 
※認定者を除く 

口腔リスクについて、地区別に該当者割合をみると、「本庁地区」においてのみ「全体」

の数値を上回り、最も高い数値を示している。一方、「常盤地区」では最も低い数値となっ

ている。 

 

 

 

６ 認知症予防 

（%）

40.9

38.8

40.7

37.9

46.9

60.7

41.9

0 10 20 30 40 50 60 70

全体【n：891】

本庁地区　【n：400】

南地区　【n：81】

向能代地区【n：103】

東部地区【n：64】

常盤地区【n：28】

二ツ井地区【n：215】

 
※認定者を除く 

認知症予防について、地区別に該当者割合をみると、「常盤地区」で突出して高い数値を

示しているほか、「東部地区」、「二ツ井地区」で全体の数値を上回っている。 
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７ 認知機能障害程度（ＣＰＳ） 

（%）

35.1

33.5

28.6

43.4

30.5

50.0

35.4

0 10 20 30 40 50 60

全体【n：1151】

本庁地区　【n：514】

南地区　【n：98】

向能代地区【n：152】

東部地区【n：82】

常盤地区【n：34】

二ツ井地区【n：271】

 
認知機能障害程度（ＣＰＳ）について、地区別にリスク者割合をみると、「向能代地区」、

「常盤地区」で相対的に高く、逆に「南地区」、「東部地区」では相対的に低い数値となっ

ている。 

 

 

 

８ うつ予防 

（%）

39.3

38.4

38.4

37.5

43.9

55.6

39.3

0 10 20 30 40 50 60

全体【n：799】

本庁地区　【n：372】

南地区　【n：73】

向能代地区【n：96】

東部地区【n：57】

常盤地区【n：18】

二ツ井地区【n：183】

 
※認定者を除く 

うつ予防について、地区別に該当者割合をみると、「常盤地区」で最も高く、半数以上が

該当しているほか、「東部地区」においても相対的に高い数値を示している。 
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９ 虚弱 

（%）

5.2

6.3

2.5

3.0

6.3

7.1

4.7

0 5 10

全体【n：881】

本庁地区　【n：398】

南地区　【n：80】

向能代地区【n：100】

東部地区【n：64】

常盤地区【n：28】

二ツ井地区【n：211】

 
※認定者を除く 

虚弱判定について、地区別に該当者割合をみると、「常盤地区」で最も高いほか、「本庁

地区、「東部地区」においても相対的に高い数値を示す一方、「南地区」、「向能代地区」

では相対的に低い数値となっている。 

 

 

 

10 基本チェックリスト得点 

※この項目の指標はリスク該当者割合でなく、肯定的な数値であることに注意。 

（点）

15.0

15.0

15.4

14.0

15.1

15.0

15.2

0 5 10 15 20

全体【n：876】

本庁地区　【n：404】

南地区　【n：71】

向能代地区【n：112】

東部地区【n：59】

常盤地区【n：23】

二ツ井地区【n：194】

 
基本チェックリスト（ＡＤＬ）について、地区別に平均得点をみると、「向能代地区」に

おいてのみ全体の数値を下回っている。 
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11 二次予防対象者 

（%）

28.8

28.8

29.3

28.7

28.3

22.2

29.6

0 10 20 30 40

全体【n：831】

本庁地区　【n：379】

南地区　【n：75】

向能代地区【n：94】

東部地区【n：60】

常盤地区【n：27】

二ツ井地区【n：196】

 
※認定者を除く 

二次予防対象者について、地区別に該当者割合をみると、「常盤地区」で相対的に低い数

値を示しているが、その他の地区についてはそれほど大きな差はないことが分かる。 

 

 

 

12 手段的自立度（ＩＡＤＬ） 

（%）

22.7

21.1

18.4

34.4

22.0

26.5

20.3

0 10 20 30 40

全体【n：1165】

本庁地区　【n：521】

南地区　【n：98】

向能代地区【n：154】

東部地区【n：82】

常盤地区【n：34】

二ツ井地区【n：276】

 
手段的自立度（ＩＡＤＬ）について、地区別に低下者割合をみると、「向能代地区」で他

の地区よりもひときわ高いほか、「常盤地区」においても相対的に高く、「全体」の数値を

上回っている。一方、「南地区」では最も低い数値を示している。 
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13 生活機能総合評価 

（%）

31.3

29.9

23.6

41.3

22.4

31.3

34.0

0 10 20 30 40 50

全体【n：1035】

本庁地区　【n：465】

南地区　【n：89】

向能代地区【n：138】

東部地区【n：76】

常盤地区【n：32】

二ツ井地区【n：235】

 
生活機能総合評価について、地区別に低下者割合をみると、「向能代地区」でひときわ高

い数値を示す一方、「南地区」、「東部地区」では相対的に低い数値となっている。 

 

 

 

14 日常生活動作（ＡＤＬ） 

※この項目の指標はリスク該当者割合でなく、肯定的な数値であることに注意。 

（点）

92.3

93.1

93.7

85.7

92.2

93.2

93.3

0 20 40 60 80 100

全体【n：1186】

本庁地区　【n：509】

南地区　【n：99】

向能代地区【n：152】

東部地区【n：86】

常盤地区【n：33】

二ツ井地区【n：277】

 
日常生活動作（ＡＤＬ）について、地区別に平均得点をみると、「向能代地区」で相対的

に低い数値を示している。 
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15 知的能動性 

（%）

41.4

36.8

35.7

45.1

40.2

47.2

50.0

0 10 20 30 40 50 60

全体【n：1161】

本庁地区　【n：517】

南地区　【n：98】

向能代地区【n：153】

東部地区【n：87】

常盤地区【n：36】

二ツ井地区【n：270】

 

知的能動性について、地区別に低下者割合をみると、「二ツ井地区」で最も高いほか、

「向能代地区」、「常盤地区」でも相対的高い数値を示す一方、「本庁地区」、「南地区」

では相対的低い数値となっている。 

 

 

 

16 社会的役割 

（%）

56.2

57.5

52.5

60.5

56.6

54.3

52.6

0 10 20 30 40 50 60 70

全体【n：1145】

本庁地区　【n：508】

南地区　【n：99】

向能代地区【n：152】

東部地区【n：83】

常盤地区【n：35】

二ツ井地区【n：268】

 
社会的役割について、地区別に低下者割合をみると、「向能代地区」で最も高い数値を示

す一方、「南地区」、「二ツ井地区」では相対的に低い数値となっている。 
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